
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ 

『
日
本
再
生
は
自
立
だ
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
敗
戦
後G

H
Q

は
日
本

が
二
度
と
米
国
に
楯
突
け
な
い
様
に
思
想
構
造

を
綺
麗
事
で
根
本
か
ら
塗
り
替
え
た
。
憲
法
・
軍

隊
・
学
校
教
育
・
マ
ス
コ
ミ
・
歴
史
観
等
。
そ
の

結
果
、
知
的
集
団
た
る
マ
ス
コ
ミ
は
綺
麗
ご
と
に

飛
び
つ
き
、
政
治
を
糾
弾
対
象
と
捉
え
、
国
民
に

は
自
ら
を
無
謬
の
存
在
と
し
て
刷
り
込
ん
だ
。
ル

ー
ズ
ベ
ル
ト
は
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
失
敗
の

不
況
を
打
開
す
べ
く
戦
争
し
た
か
っ
た
。
真
珠
湾

攻
撃
を
さ
せ
て
公
約
の
戦
争
不
参
加
を
覆
し
、
経

済
復
活
を
勝
ち
取
っ
た
。
当
時
の
米
国
政
治
家
は

左
傾
思
想
と
人
種
差
別
で
固
ま
り
、
黄
色
人
の
日

本
を
真
珠
湾
攻
撃
に
誘
い
出
し
、
参
戦
を
勝
ち
取

り
米
国
民
を
騙
し
た
の
だ
。
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
は
、

国
内
を
腐
敗
さ
せ
るG

H
Q

の
綺
麗
事
に
飛
び
つ

き
、
神
の
如
く
振
舞
っ
て
今
に
至
る
。
海
外
の
脅

威
は
中
国
だ
が
、
国
内
の
脅
威
は
根
深
く
て
も

我
々
が
変
わ
れ
ば
何
と
か
な
る
。
２
月
の
選
挙
は

高
市
首
相
の
真
摯
な
目
線
と
、
こ
の
目
線
に
気
が

付
い
た
国
民
の
正
直
さ
だ
。
街
中
で
武
装
警
官
が

機
関
銃
を
持
つ
の
が
欧
州
、
日
本
と
は
市
民
相
互

の
信
頼
感
が
根
本
的
に
違
う
。
海
外
の
来
訪
者
が

羨
む
世
界
唯
一
の
安
全
と
信
頼
を
中
国
や
マ
ス

コ
ミ
か
ら
守
る
に
は
、
一
人
一
人
が
自
立
す
る
事

が
必
須
だ
。
自
立
な
く
し
て
自
分
の
安
全
は
な
い
。 

二
〇
二
六
年
三
月
二
十
七
日 

社
長 

宗
像 

章 No.224 

7 



シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ 

『
日
本
政
治
の
歴
史
的
転
換
点
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
総
選
挙
で
高
市
首
相
が

大
勝
し
た
。
日
本
国
民
の
直
観
力
は
正
し
か
っ
た
。

批
判
ば
か
り
で
方
向
性
を
示
さ
な
い
マ
ス
コ
ミ

や
左
派
系
野
党
の
本
質
を
見
抜
い
た
結
果
だ
。
海

外
か
ら
み
れ
ば
日
本
は
理
想
郷
に
見
え
る
。
し
か

し
日
本
人
か
ら
見
れ
ば
課
題
は
山
積
し
て
い
る
。

高
市
首
相
は
圧
倒
的
議
席
を
背
景
に
今
ま
で
や

れ
な
か
っ
た
事
を
や
れ
る
反
面
、
自
民
で
復
帰
し

た
み
そ
ぎ
議
員
や
古
参
議
員
の
精
神
構
造
は
旧

来
の
ま
ま
で
金
銭
感
覚
も
一
般
人
と
同
レ
ベ
ル
。

政
治
家
に
必
要
な
清
廉
さ
は
持
ち
合
わ
せ
て
い

な
い
。
今
後
、
総
理
の
課
題
解
決
の
実
行
時
に
こ

れ
ら
の
身
内
が
足
を
引
っ
張
る
だ
ろ
う
。
高
市
内

閣
が
筋
を
通
し
て
メ
リ
ハ
リ
の
利
い
た
改
革
が

進
む
よ
う
期
待
を
込
め
て
見
守
り
た
い
。 

選
挙
前
の
マ
ス
コ
ミ
と
財
務
省
の
精
神
的
荒

廃
は
目
を
覆
い
た
く
な
る
状
況
だ
っ
た
。
今
後
の

大
き
な
課
題
は
、
社
会
変
化
に
合
わ
せ
た
憲
法
改

正
、
象
徴
天
皇
制
に
沿
っ
た
皇
室
典
範
改
正
、
日

本
の
技
術
力
の
世
界
展
開
援
助
、
放
送
局
の
電
波

割
当
て
更
新
審
査
の
実
施
、
厳
し
い
ス
パ
イ
防
止

策
実
施
、
政
治
家
の
厳
格
な
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス

審
査
、
防
衛
力
強
化
と
平
和
は
自
ら
守
る
も
の
と

の
意
識
改
革
、
外
国
人
の
入
国
や
永
住
の
審
査
基

準
強
化
等
、
健
全
さ
の
回
復
は
多
岐
に
亙
る
。 

二
〇
二
六
年
二
月
二
十
七
日 

社
長 

宗
像 

章 No.223 

7 



シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
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『
日
本
フ
ァ
ー
ス
ト
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
高
市
首
相
が
解
散
総
選

挙
を
決
断
し
表
明
し
た
。
十
九
日
の
表
明
会
見
を

見
て
私
は
興
奮
し
て
寝
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
歴
代

首
相
の
会
見
で
自
分
の
意
志
を
こ
れ
ほ
ど
正
直

に
本
質
に
触
れ
て
表
明
し
た
人
は
見
た
こ
と
が

な
か
っ
た
か
ら
だ
。
し
か
も
四
〇
分
余
り
淀
み
な

く
抽
象
的
な
ご
ま
か
し
も
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
見

た
ら
高
市
嫌
い
の
マ
ス
コ
ミ
も
野
党
も
グ
ウ
の

音
も
出
な
い
と
思
わ
れ
た
。
但
し
高
市
氏
が
表
明

し
た
の
は
未
来
へ
の
道
筋
で
あ
っ
て
結
果
が
出

な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
、
じ
っ
く
り
見
さ
せ
て
も

ら
お
う
。
進
む
べ
き
方
向
性
は
大
い
に
賛
同
す
る

か
ら
ぜ
ひ
成
功
に
導
い
て
ほ
し
い
。
今
ま
で
政
治

家
は
部
分
最
適
ば
か
り
追
求
し
て
き
た
。
視
野
の

狭
さ
を
隠
せ
る
上
に
専
門
性
を
強
調
し
て
外
か

ら
の
批
判
を
か
わ
せ
る
か
ら
だ
。
本
来
は
目
線
を

全
体
最
適
に
置
き
そ
の
中
で
部
分
最
適
を
探
す

べ
き
な
の
だ
。
日
本
全
体
を
見
渡
し
部
分
最
適
の

優
先
順
位
を
見
極
め
て
順
番
に
解
決
す
る
。
こ
れ

を
逆
に
す
れ
ば
部
分
解
決
で
き
て
も
全
体
は
ま

と
ま
ら
な
い
。
皆
が
自
分
の
立
場
を
優
先
し
て
き

た
結
果
だ
。
今
度
の
選
挙
は
国
民
に
選
択
の
直
感

を
問
う
選
挙
だ
。
人
間
社
会
の
本
質
は
「
信
頼
」

と
「
自
立
」
だ
。
世
界
も
日
本
も
会
社
も
同
じ
だ
。

間
違
っ
た
信
頼
は
、
依
存
と
隷
属
に
通
じ
る
。 

二
〇
二
六
年
一
月
二
十
七
日 

社
長 

宗
像 

章 No.222 
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ョ
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ト
メ
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『
世
界
が
質
を
支
え
る
倫
理
観
へ
変
化
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
は
停
滞
三
十
年
と

言
わ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
間
に
技
術
開
発
の
対
象

軸
が
変
わ
っ
て
い
た
。
消
費
者
に
身
近
な
商
品
か

ら
対
象
が
産
業
基
盤
の
材
料
へ
と
変
わ
り
、
日
本

が
世
界
か
ら
見
え
な
く
な
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。
半

導
体
・
畜
電
池
・
変
圧
器
・
造
船
・
航
空
機
・
高

速
鉄
道
等
こ
れ
ら
の
構
造
材
の
品
質
が
他
国
と

は
圧
倒
的
な
レ
ベ
ル
違
い
と
な
り
代
替
が
き
か

な
い
。
日
本
人
の
品
質
を
支
え
る
物
づ
く
り
へ
の

文
化
や
倫
理
観
は
、
お
金
・
効
率
・
外
見
で
勝
負

す
る
世
界
の
価
値
観
と
は
時
間
軸
の
長
さ
で
根

本
的
に
異
な
る
。
日
本
の
素
材
の
品
質
の
高
さ
が
、

信
頼
と
い
う
価
値
観
に
商
売
の
価
値
観
を
変
え

始
め
た
の
だ
。
信
頼
と
い
う
価
値
観
は
大
陸
の
価

値
観
で
は
優
先
順
位
が
低
か
っ
た
。
「
品
質
イ
コ

ー
ル
信
頼
」
は
「
売
っ
た
ら
終
わ
り
」
の
価
値
観

や
奪
い
合
い
の
価
値
観
と
は
違
う
。
こ
の
点
で
今

後
の
印
刷
業
の
環
境
は
ど
う
な
る
の
か
？
Ａ
Ｉ

の
浸
透
レ
ベ
ル
と
市
民
の
情
報
獲
得
方
法
が
ど

う
変
わ
る
か
で
決
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？
印
刷
物

の
持
つ
総
合
力
は
多
種
多
様
で
普
通
の
消
費
財

と
は
違
う
。
顧
客
は
、
印
刷
業
の
総
合
力
を
問
う

時
代
へ
変
わ
っ
て
く
る
。
顧
客
に
対
す
る
マ
ー
ケ

ッ
ト
イ
ン
の
行
動
力
と
、
相
手
を
知
り
た
い
と
い

う
欲
求
の
感
性
が
引
力
と
し
て
問
わ
れ
て
い
る
。 

二
〇
二
五
年
十
二
月
二
十
七
日 

社
長 

宗
像 
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No.221 

7 



シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
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『
日
本
の
政
治
が
変
わ
る
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
こ
の
十
一
月
と
い
う
最

繁
忙
の
月
に
社
内
外
で
あ
ら
ゆ
る
変
化
が
起
き

ま
し
た
。
社
内
で
は
ネ
オG

P

移
行
の
真
最
中
に

サ
ー
バ
ー
が
落
ち
て
会
社
が
麻
痺
し
か
け
た
。
こ

の
最
悪
の
中
で
皆
の
努
力
に
よ
っ
て
三
日
間
で

麻
痺
か
ら
復
旧
さ
せ
た
。
こ
れ
は
凄
か
っ
た
。 

一
方
日
本
国
内
で
は
、
高
市
総
理
が
就
任
後
た

っ
た
一
ヶ
月
で
政
治
の
舞
台
を
劇
的
に
変
え
た
。

外
交
・
内
政
・
国
会
の
各
面
が
猛
烈
な
ス
ピ‐
ド

で
動
き
始
め
、
旧
来
の
政
治
家
の
無
能
ぶ
り
を
露

呈
さ
せ
た
。
世
界
の
近
代
政
治
史
で
も
稀
に
み
る

逸
材
と
し
て
光
を
放
ち
始
め
て
い
る
。
日
本
人
特

有
の
曖
昧
さ
と
無
駄
な
時
間
を
排
除
し
、
具
体
的

に
必
要
な
判
断
を
示
し
て
実
務
が
前
に
進
む
よ

う
に
し
て
い
る
。
無
知
な
素
人
大
臣
を
排
し
て
財

政
の
道
筋
を
示
し
、
予
算
を
具
体
化
す
る
。
世
界

最
悪
の
ス
パ
イ
天
国
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ク
リ
ア

ラ
ン
ス
を
示
し
て
国
防
と
企
業
機
密
を
守
る
。
中

国
の
脅
し
に
も
毅
然
と
し
た
態
度
で
主
張
し
、
国

防
こ
そ
最
優
先
と
の
意
思
を
世
界
に
示
し
た
。
マ

ス
コ
ミ
の
ゆ
が
ん
だ
報
道
姿
勢
に
対
し
て
は
悪

用
さ
れ
に
く
い
明
解
な
発
信
方
法
を
使
う
。
ま
さ

に
組
織
の
ト
ッ
プ
の
あ
る
べ
き
姿
を
、
猛
烈
な
勉

強
と
準
備
の
あ
り
方
で
実
践
し
て
い
る
。
成
熟
し

た
日
本
社
会
に
希
望
の
光
を
示
し
始
め
た
。 

二
〇
二
五
年
十
一
月
二
十
七
日 

社
長 

宗
像 

章 

No.220 
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シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
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『
健
全
な
未
来
に
向
け
て
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
信
念
あ
る
女
性
首
相
の

誕
生
で
日
本
政
治
が
筋
を
通
す
形
に
戻
り
ま
す
。

利
権
ま
み
れ
の
新
聞
・
Ｔ
Ｖ
・
二
世
議
員
が
作
り

出
す
腐
敗
政
治
の
中
で
久
々
の
清
涼
感
で
す
。
今

後
の
毅
然
と
し
た
政
権
運
営
を
期
待
し
た
い
。 

技
秀
堂
も
今
期
は
運
営
基
盤
再
構
築
の
節
目

で
す
。
ネ
オG

P

と
デ
ミ
ン
グ
制
度
は
、
今
後
の

二
十
年
を
支
え
る
本
質
的
な
基
盤
づ
く
り
で
、
産

み
の
苦
労
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
社

是
の
「
幸
」
に
は
人
に
よ
り
多
様
な
考
え
方
が
あ

る
が
、
そ
こ
に
至
る
道
程
に
は
向
上
す
べ
き
質
の

領
域
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
業
務
で
は
時
間
の
正
確

な
実
態
把
握
と
い
う
無
機
質
な
領
域
と
、
人
間
の

気
持
ち
の
交
流
と
い
う
心
や
感
情
の
領
域
、
こ
の

相
反
す
る
領
域
に
お
け
る
「
質
」
の
向
上
こ
そ
が

会
社
を
あ
げ
て
の
挑
戦
課
題
な
の
で
す
。
相
反
す

る
領
域
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と
る
か
は
個
人
の

生
き
方
の
中
で
も
と
て
も
大
切
で
す
。
ど
ち
ら
か

に
偏
り
過
ぎ
る
と
い
つ
か
破
綻
す
る
。
苦
労
し
て

作
り
上
げ
た
安
定
が
い
つ
ま
で
も
続
く
訳
で
は

な
い
。
安
定
・
バ
ラ
ン
ス
は
長
期
的
な
目
線
で
考

え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
今
月
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者

が
二
人
出
た
が
、
み
ん
な
長
期
に
亙
り
し
ぶ
と
く

研
究
し
た
か
ら
こ
そ
、
社
会
に
貢
献
で
き
世
界
に

認
め
ら
れ
た
。
短
期
の
視
点
は
間
違
い
な
の
だ
。 

二
〇
二
五
年
十
月
二
十
七
日 

社
長 

宗
像 
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ト
メ
ッ
セ
ー
ジ 

『
改
善
！
改
善
！
改
善
！
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
の
方
針
発
表
会
は

二
十
数
回
の
歴
史
の
中
で
最
高
の
内
容
で
し
た
。

皆
さ
ん
自
身
が
苦
心
し
て
作
っ
た
資
料
を
配
布

し
な
い
で
思
い
を
伝
え
る
こ
と
に
集
中
し
た
結

果
で
し
た
。
同
業
者
が
業
績
不
振
に
苦
し
む
中
、

十
五
年
以
上
黒
字
を
続
け
た
背
景
に
は
実
は
こ

の
発
表
会
で
示
さ
れ
た
空
気
が
あ
る
の
で
す
。
社

員
諸
君
が
自
ら
考
え
、
自
ら
改
善
し
、
こ
れ
を
諦

め
ず
に
続
け
た
結
果
な
の
で
す
。
仮
に
課
題
に
対

し
て
毎
週
１
％
の
改
善
を
１
年
間
繰
り
返
す
と
、

複
利
計
算
で
は6

7

％
も
改
善
し
た
こ
と
に
な
り
、

２
年
だ
と
２.

８
倍
で
す
。
こ
の
「
改
善
の
継
続
は

力
な
り
」
は
強
く
意
識
し
な
く
て
も
こ
れ
程
の
力

が
あ
る
の
で
す
。
欧
米
の
経
済
理
論
に
は
こ
の
発

想
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
実
は
こ
ん
な
単
純
で
は
な

い
の
で
す
が
、
多
く
の
社
員
に
よ
る
地
味
で
静
か

な
実
践
が
微
妙
な
改
善
の
山
と
な
り
、
自
力
と
な

っ
た
と
思
う
の
で
す
。
今
回
の
発
表
会
の
姿
と
業

績
結
果
は
こ
の
結
果
な
の
で
す
。
技
秀
堂
の
経
営

哲
学
は
よ
い
栄
養
で
し
た
。
良
い
栄
養
で
育
っ
た

体
力
を
具
体
的
な
目
標
に
向
か
っ
て
爆
発
さ
せ

る
時
期
が
来
た
の
で
す
。
今
期
の
課
題
ネ
オ

G
P

は
、
体
力
養
成
期
か
ら
メ
ダ
ル
獲
得
期
に
変
化
し

た
潮
目
な
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
目
標
も
成
果
も

見
え
易
く
な
り
ま
す
。
頑
張
ろ
う
！ 

二
〇
二
五
年
九
月
二
十
七
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シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
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『
軽
蔑
さ
れ
な
い
生
き
方
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
は
世
界
中
が
軽
蔑
に

値
す
る
指
導
者
の
下
で
動
く
時
代
に
な
っ
て
い

る
。
社
会
に
は
多
様
な
価
値
観
が
存
在
す
る
。
し

か
し
指
導
者
と
な
っ
た
人
間
に
は
己
の
欲
望
を

封
印
し
て
、
そ
の
人
生
を
公
に
捧
げ
る
覚
悟
と
哲

学
が
必
要
だ
。
小
さ
な
規
模
の
指
導
者
に
も
己
の

器
に
見
合
っ
た
「
足
る
を
知
る
」
生
き
方
が
求
め

ら
れ
る
。
本
来
は
大
小
の
指
導
者
が
こ
の
価
値
観

を
共
有
し
間
違
っ
た
流
れ
を
抑
制
し
て
全
体
最

適
に
導
く
べ
き
だ
が
、
自
己
中
心
的
な
価
値
観
が

蔓
延
し
て
い
る
。
短
期
の
価
値
観
で
判
断
す
る
と

大
切
な
価
値
観
を
見
失
う
。
長
期
的
影
響
や
結
果

が
見
え
な
く
な
る
か
ら
だ
。
今
現
在
の
損
得
の
価

値
観
は
正
し
い
様
に
見
え
て
も
自
己
都
合
が
優

先
し
て
お
り
、
殆
ん
ど
は
後
悔
の
原
因
と
な
る
。

民
主
主
義
の
長
所
短
所
は
こ
こ
に
あ
る
。
投
票
結

果
に
は
そ
の
時
々
の
短
期
的
価
値
観
が
反
映
す

る
、
大
多
数
は
長
期
的
思
考
を
持
た
な
い
。
米
ロ

中
の
指
導
者
を
見
よ
。
皆
自
己
の
欲
望
で
動
い
て

お
り
宇
宙
か
ら
見
た
ら
何
と
ぶ
ざ
ま
で
軽
蔑
さ

れ
る
人
間
達
か
。
石
破
総
理
も
同
じ
だ
が
彼
を
利

用
し
た
が
る
人
間
の
利
己
的
価
値
観
が
も
ろ
に

見
え
る
。
自
己
抑
制
の
利
い
た
小
指
導
者
が
不
足

し
て
い
る
の
だ
。
皆
さ
ん
は
こ
の
構
造
を
知
り
、

人
か
ら
軽
蔑
さ
れ
な
い
生
き
方
を
し
て
ほ
し
い
。 

二
〇
二
五
年
八
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七
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『
日
本
の
特
殊
性
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
最
近
の
欧
米
の
研
究
で

日
本
の
特
殊
性
が
急
に
認
知
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

日
本
語
の
表
現
力
、
日
本
人
の
遺
伝
子
、
世
界
最

古
の
磨
製
石
器
や
土
器
、
和
の
精
神
、
成
功
す
る

ま
で
続
け
る
研
究
開
発
、
特
許
の
無
償
公
開
、
手

抜
き
の
な
い
社
会
構
造
、
工
業
素
材
の
圧
倒
的
な

世
界
シ
ェ
ア
等
、
日
本
人
な
ら
違
和
感
の
な
い
こ

と
に
先
進
国
の
大
学
研
究
者
達
が
気
づ
い
て
発

表
し
て
い
る
の
で
す
。
縄
文
人
は
３
万
５
千
年
前

か
ら
土
器
を
焼
き
煮
炊
き
を
始
め
豊
か
な
食
生

活
を
し
て
、
大
規
模
な
殺
し
合
い
は
せ
ず
話
し
合

い
で
地
域
交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
森
の
豊
富
な

食
糧
と
豊
か
な
海
岸
線
の
魚
介
類
が
こ
れ
を
支

え
、
水
田
稲
作
や
製
鉄
は
中
国
に
後
塵
を
拝
し
て

も
、
奪
い
合
い
と
殺
戮
を
繰
り
返
す
大
陸
民
族
と

は
真
反
対
の
平
和
な
社
会
構
造
と
精
神
構
造
を

育
ん
で
き
た
の
で
す
。
ロ
シ
ア
・
ユ
ダ
ヤ
・
中
国
・

は
今
や
戦
争
の
真
っ
只
中
で
、
米
国
で
は
ト
ラ
ン

プ
が
大
統
領
の
地
位
に
執
着
し
て
お
り
世
界
秩

序
の
大
崩
壊
が
始
ま
り
ま
し
た
。
技
秀
堂
は
日
本

人
が
持
つ
和
の
精
神
を
生
か
し
、
戦
い
方
を
磨
く

の
で
は
な
く
、
お
客
様
か
ら
信
頼
を
勝
ち
取
る
技

を
磨
く
こ
と
に
精
神
を
集
中
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

日
本
人
の
本
質
、
目
に
見
え
る
部
分
よ
り
見
え
な

い
信
頼
獲
得
に
注
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

二
〇
二
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年
七
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十
七
日 

社
長 

宗
像 

章 

No.216 

7 



シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ 

『
日
本
人
に
生
ま
れ
て
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
最
近
の
研
究
で
日
本
の

特
殊
性
が
明
確
に
な
っ
て
い
ま
す
。
考
古
学
、
遺

伝
子
研
究
、
地
質
学
、
物
理
学
等
々
が
相
互
に
絡

み
合
っ
て
、
日
本
の
歴
史
が
推
論
の
古
代
か
ら
実

証
科
学
へ
と
変
貌
し
て
い
ま
す
。
技
秀
堂
は
創
業

以
来
七
十
年
以
上
た
ち
、
時
々
昔
の
姿
を
鮮
明
に

思
い
出
す
私
で
す
が
、
も
う
少
し
遡
り
７
百
年
前

と
な
る
と
鎌
倉
時
代
の
元
寇
直
後
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
す
。
更
に
５
百
年
前
は
聖
徳
太
子
の
頃

に
な
り
歴
史
は
あ
っ
と
い
う
間
に
遡
れ
ま
す
。
今

は
世
界
の
若
者
が
漫
画
ア
ニ
メ
で
日
本
語
を
学

び
日
本
文
化
に
憧
れ
来
日
し
ま
す
。
中
国
で
は
４

千
年
の
歴
史
を
誇
ら
し
く
語
り
ま
す
が
、
群
馬
の

岩
宿
遺
跡
を
は
じ
め
１
万
ヵ
所
以
上
で
３
万
５

千
年
～
２
万
年
前
の
磨
製
石
器
が
打
製
石
器
と

一
緒
に
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
１
万
６
千

年
前
の
縄
文
土
器
と
一
緒
で
世
界
最
古
の
人
類

文
明
の
遺
跡
な
の
で
す
。
な
ぜ
日
本
な
の
か
を
調

べ
る
と
面
白
い
の
で
す
。
当
時
日
本
は
食
糧
豊
富

で
殺
し
合
い
の
跡
も
な
く
２
万
人
程
度
の
縄
文

人
は
１
万
年
以
上
平
和
に
暮
ら
し
て
い
た
の
で

す
。
世
界
が
驚
く
他
人
の
物
を
奪
わ
な
い
感
性
は

こ
の
頃
が
原
点
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
縄
文
土
器
は

南
米
に
ま
で
渡
っ
て
い
て
、
も
う
昔
学
校
で
学
ん

だ
日
本
の
歴
史
は
音
を
立
て
て
崩
れ
て
い
ま
す
。 
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『 
平
和
ボ
ケ 

』 
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
平
和
ボ
ケ
が
自

分
を
ダ
メ
に
す
る
お
話
で
す
。
人
間
は
昨
日
・
前

月
・
去
年
と
全
く
同
じ
生
き
方
を
し
て
い
る
と
必

ず
心
の
ボ
ケ
が
始
ま
り
ま
す
。
何
か
改
善
や
工
夫

を
加
え
て
変
化
す
る
生
き
方
を
し
な
い
と
心
は

必
ず
萎
え
て
き
ま
す
。
質
に
変
化
を
加
え
向
上
さ

せ
る
刺
激
こ
そ
が
生
き
て
い
る
証
拠
な
の
で
す
。

「
あ
あ
今
日
も
平
和
だ
っ
た
！
」
は
実
は
死
の
始

ま
り
な
の
で
す
。
自
分
流
の
工
夫
を
加
え
自
分
を

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
。
変
化
の
波
を
自
分
だ
け
で

な
く
周
囲
の
人
に
も
伝
え
ら
れ
た
ら
、
自
分
の
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
効
果
は
倍
増
し
ま
す
。
我
社
は
こ
の

五
年
程
で
仕
事
の
ド
タ
バ
タ
を
ほ
ぼ
解
消
し
終

え
、
見
え
な
い
質
の
変
化
は
素
晴
ら
し
も
の
で
し

た
。
見
え
な
く
て
も
業
績
に
表
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
流
れ
は
今
後
も
継
続
し
ま
し
ょ
う
。
し
か
し
人

間
や
会
社
と
は
、
経
済
的
に
拡
大
し
な
い
と
充
実

感
を
味
わ
え
な
い
生
き
物
な
の
で
す
。
「
給
料
が

上
が
る
、
利
益
が
伸
び
る
」
が
な
い
と
、
目
に
見

え
る
変
化
を
起
こ
す
財
源
に
苦
労
し
て
変
化
の

ス
ピ
ー
ド
が
鈍
り
ま
す
。
も
う
す
ぐ
人
の
内
面
や

社
員
同
士
の
気
持
ち
の
繋
が
り
方
の
改
善
案
が

具
体
化
し
ま
す
。
次
は
こ
れ
を
活
か
し
て
財
源
を

潤
沢
に
し
て
、
お
金
の
使
い
道
で
変
化
が
よ
く
見

え
る
時
代
を
呼
び
込
も
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 
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『
渋
沢
栄
一
』 

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
世
界
で
紙
幣
か
ら
カ
ー

ド
へ
の
移
行
が
一
気
に
進
む
中
、
昨
年
７
月
に
壱

万
円
札
が
福
沢
諭
吉
か
ら
渋
沢
栄
一
に
代
わ
り

ま
し
た
。
日
本
経
済
の
生
み
の
親
と
い
わ
れ
る
渋

沢
で
す
が
「
論
語
と
算
盤
」
で
、
『
会
社
経
営
は

論
語
に
か
な
っ
た
商
売
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
、
し
か
し
赤
字
で
は
商
売
は
成
り
立
た
な
い
、

質
の
高
い
仕
事
を
し
て
算
盤
に
見
合
う
利
益
を

上
げ
、
上
が
っ
た
利
益
は
正
し
く
使
え
』
と
言
っ

て
い
ま
す
。
論
語
と
は
「
仁
義
礼
智
信
」
で
す
。

一
方
世
界
で
は
根
本
原
理
が
忘
れ
ら
れ
混
沌
と

し
た
争
奪
戦
状
態
。
本
来
の
人
間
社
会
に
は
時
間

と
空
間
を
超
え
た
不
動
の
原
理
原
則
が
あ
る
の

で
す
。
◆
知
識
の
あ
る
人
は
勇
気
が
足
り
な
い→

勇
気
が
あ
る
人
は
教
養
が
足
り
な
い→

経
験
す

る
に
は
勇
気
が
い
る→

小
さ
な
成
功
体
験
を
い

く
ら
積
ん
で
も
勇
気
は
出
な
い→

小
さ
な
失
敗

経
験
こ
そ
本
当
の
知
識
勇
気
に
つ
な
が
る→

失

敗
を
避
け
る
人
に
な
ら
ぬ
よ
う
自
戒
す
べ
き
。
◆

人
か
ら
信
頼
さ
れ
る
生
き
方
は
長
い
時
間
軸
で

判
断
す
る
癖
が
必
要
で
す
。
陸
続
き
の
民
族
の
歴

史
は
争
奪
と
殺
戮
の
繰
り
返
し
で
、
判
断
基
準
は

目
前
で
展
開
す
る
時
間
軸
し
か
な
か
っ
た
。
平
和

な
日
本
人
の
時
間
軸
は
、
仕
事
に
現
れ
製
品
品
質

に
現
れ
ま
す
、
仕
事
の
質
は
人
間
が
作
る
の
で
す
。 
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